
(1) 担当支部： 広島支部 12693
分水嶺区分 2005年 4月 30日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
池本　喜浩 11953
佐々木弘 磨 12693

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
大野下 131 56 34 19 5.34 325

歩行開始点 城将山登山口 131 56 34 18 47.99 498 10:35 10:45 B-1
分水嶺到達点W5645 県境尾根 131 57 34 18 42.99 779 12:10 B-3
W564 城将山分岐 131 57 34 18 40.99 779 12:20 B-3

地形図711ｍ鞍部 131 57 34 18 59.67 707 B-3
W563 804.7ｍ峰 131 57 34 19 34.36 794 14:20 B-3

分水嶺離別点W5645 県境尾根
歩行終了点 城将山登山口 131 56 34 18 47.99 498 17:00 B-3

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを記
入してください 点名 等級 方位

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）
   写真説明：　
W563：804.7m峰 　 W564：城将山

6時間15分総歩行時間（休憩時間を除く）：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

周防広瀬

経度E
秒

36.54

２名

周防広瀬
周防広瀬

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

周防広瀬
周防広瀬
周防広瀬

事務局整理記入欄 広島－083
晴

保存
状況

特記事項

周防広瀬

会員番号：佐々木　弘磨
(3)山行日：W5645県境稜線～W564城将山分岐～W563 804.7

到着
時刻

名

道の
状況

城将山登山口～県境稜線～W564城将山分岐～W563地形図804.7m峰(この地点より引き返す)～城将山登山口(幕営)
広島～松ノ木峠～宇佐郷～十王橋～大野下～城将山登山口　　　

（8），（9）
55.29
24.35
27.69

（9）

更に、この鞍部から分水嶺の県境尾根へ至り、W564城将山分岐からW563 804.7m峰までの往復踏査となった。

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

高度
ｍ

緯度Ｎ

25.32

この山には登山者があるようで登路があった。
この度の踏査は城将山登山口から取り付き、城将山の直下で城将山への登路から離れ、県境尾根と城将山との鞍部を目指した。

従ってW564城将山分岐789mをW564城将山分岐779mに訂正。

分水嶺稜線の西側は高津川水系の幸地川、東側は錦川水系の宇佐川が流れる。分水嶺稜線の島根県側は広葉樹林帯の雑木、
山口県側は雑木の中にスギ、ヒノキの植林帯が散在していた。

W565傍示が峠の東側に位置するこの分水嶺稜線には、大人の背丈ほどの笹が茂り踏査を阻む。近くに城将山826.7m峰があり、

（この地点より引き返す）

（8），（9）

地形図789m峰をW564城将山分岐としているが、実際の城将山との分岐は地形図789m峰の西の県境尾根779m上にある。

今回、踏査のW563 804.7m峰からW564城将山分岐は島根県と山口県の県境に位置し、分水嶺として南北に走る。

（9）
（9）

41.72

周防広瀬 55.29 （9）
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